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９
月
定
例
会
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平
成
25
年
度

国
保
会
計
き
び
し
い
状
況

一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算
を
認
定

９
月
定
例
会
は
、
５

日
か
ら
11
日
ま
で
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
決
算
の

認
定
の
ほ
か
、
平
成
26

年
度
補
正
予
算
を
は
じ

め
、
条
例
改
正
な
ど
議

案
14
件
、
報
告
８
件
、

諮
問
案
３
件
、
意
見
書

４
件
を
審
議
し
、
採
決

の
結
果
、
賛
成
全
員
で

全
件
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
に
は
９
人

の
議
員
が
登
壇
し
、
町

政
全
般
に
つ
い
て
、
活

発
な
論
戦
を
展
開
し
ま

し
た
。

で
あ
る
。
基
金
の
状
況
に
よ

っ
て
は
、
保
険
料
へ
の
影
響

が
予
測
さ
れ
る
。

介
護
保
険
事
業

歳
入
は
16
億
３
千
万
円
、

歳
出
は
16
億
２
千
６
百
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
要
支
援
に

つ
い
て
は
国
の
制
度
改
革
に

よ
り
町
の
責
任
が
重
く
な
る

と
と
も
に
重
要
性
が
増
し
て

く
る
。

支
出
を
伴
わ
な
い
建
物
の
除

却
費
用
等
、
特
別
損
失
を
計

上
し
た
た
め
で
あ
る
。

水
道
事
業

前
年
に
引
き
続
き
、
１
千

３
百
万
円
余
り
の
黒
字
と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
は
今
後
の
施
設
の
維

持
管
理
等
の
費
用
と
し
て
使

わ
れ
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業

歳
入
、
歳
出
と
も
に
18

億
７
千
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
収
支
は
０
で
あ
る
。

こ
れ
は
赤
字
を
基
金
か
ら

の
繰
り
入
れ
で
補
っ
て
い
る

た
め
で
、
実
質
的
に
は
赤
字

一
般
会
計

歳
入
歳
出
と
も
に
２
億
円

余
り
増
加
し
て
い
る
。
歳
入

は
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金

等
の
国
庫
支
出
金
や
県
支
出

金
の
増
加
で
あ
り
、
歳
出
は

地
方
道
路
交
付
金
事
業
や
病

院
の
耐
震
化
事
業
な
ど
で
増

加
し
て
い
る
。

（
詳
し
い
内
容
は
Ｐ
4
参
照
）

実
質
収
支
で
は
１
億
７
千

万
円
の
黒
字
で
あ
る
。

ま
た
、
滞
納
整
理
も
進
ん

で
い
る
。

病
院
事
業

単
年
度
で
は
、
４
億
２
３

６
１
万
円
の
赤
字
決
算
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
耐
震

化
事
業
完
了
に
伴
い
、
現
金



61億5,753万
18億6,828万

232万
5,329万
2,114万
1,076万

16億2,591万
2億1,299万
1億4,030万
20億0,159万
120億9,411万

64億3,444万
18億6,828万

3,828万
5,329万
2,114万
1,076万

16億3,000万
2億 1,558万
1億5,414万
15億7,798万
120億0,389万

会　　計　　名

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険
住宅新築資金等貸付事業
学校給食
農業集落排水事業
特定環境保全公共下水道事業
介護保険
後期高齢者医療
水道事業
病院事業

決　　　　　　算　　　　　　額

1億507万
0万
0万
0万
0万
0万
0万
0万
0万
0万

1億507万

3 平成26年11月1日 第60号

1億7,184万
0万

3,596万
0万
0万
0万

409万
259万
1,384万

△ 4億2,361万
△ 1億9,529万

一　　般　　会　　計

平成25年度各会計の決算状況
歳出 総額120億9 , 4 1 1万円

10億�
20億�
30億�
40億�
50億�
60億�
70億�
80億�
90億�
100億�
110億�

�23年度� 24年度� 25年度��22年度��21年度���

積立金（  　　  一般会計・　　     特別会計  ）　　　借入金�

3,127

8,871

3,586

8,260

3,844

7,855

438 297
463 4,062

7,951

308
4,342

8,336

260

総 合 計

（単位:円）

※水道・病院事業特別会計は収益的収支を記載

積立金・借入金の推移　　　　

※借入金は、特別会計・一般会計の合計金額を記載

（単位：百万円）

歳　入 歳　出 翌年度繰越額 実質収支額

町
の
借
入
金

一
般
会
計
で
は
、
借
入
金

よ
り
も
償
還
金
の
ほ
う
が
多

く
、
２
億
５
千
万
円
余
り
減

少
し
た
。

特
別
会
計
で
は
、
高
北
病

院
の
耐
震
化
に
伴
い
借
入
金

が
６
億
５
千
万
円
余
り
増
加

し
た
。
全
体
と
し
て
は
４
億

円
程
度
増
加
し
総
額
83
億
４

千
万
円
余
り
と
な
っ
て
い

る
。

町
の
基
金

町
の
基
金
（
貯
金
）
の
状

況
は
、
平
成
25
年
度
に
は
２

億
３
千
万
円
余
り
増
え
、
年

度
末
現
在
高
は
46
億
円
余
り

と
な
っ
て
い
る
。
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借入金の返済減少する

平
成
25
年
度
一
般
会
計
決

算
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て

歳
入
で
２
億
４
９
５
８
万

円
、
歳
出
で
２
億
５
７
７
万

円
の
大
幅
な
増
額
と
な
っ
て

い
る
。
歳
入
で
は
、
地
域
の

元
気
臨
時
交
付
金
な
ど
の
国

庫
支
出
金
や
集
落
活
動
セ
ン

タ
ー
事
業
、
木
質
資
源
利
用

促
進
事
業
、
介
護
基
盤
緊
急

整
備
事
業
等
の
県
支
出
金
の

増
加
が
、
歳
入
増
加
の
要
因

で
あ
る
。
歳
出
で
は
、
総
務

費
、
民
生
費
、
衛
生
費
、
商

工
費
、
土
木
費
で
増
加
し
て

お
り
、
主
な
要
因
は
、
庁
舎

空
調
整
備
工
事
、
公
共
施
設

整
備
基
金
積
立
金
、
障
害
者

自
立
支
援
事
業
、
公
立
病
院

の
耐
震
工
事
に
伴
う
補
助
、

斗
賀
野
町
営
住
宅
建
設
事
業

な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
消
防
費
、
教
育
費
、

公
債
費
は
減
少
し
て
い
る
。

特
別
会
計
の
決
算
の
状
況

は
、
病
院
事
業
特
別
会
計
に

お
い
て
は
、
単
年
度
で
４
億

２
３
６
１
万
円
の
赤
字
決
算

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

耐
震
化
事
業
に
伴
う
取
り
壊

し
建
物
の
除
却
費
用
等
の
特

別
損
失
を
計
上
し
た
た
め

で
、
現
金
支
出
を
伴
う
も
の

で
は
な
い
。

未
収
金
の
状
況
は
、
一
般

会
計
、
特
別
会
計
を
含
め
る

と
、
収
入
未
済
額
１
億
３
６

４
８
万
円
で
、
前
年
度
よ
り

４
７
８
２
万
円
減
少
し
て
い

る
。
平
成
25
年
度
の
機
構
改

革
で
、
収
納
業
務
の
一
元
化

を
図
り
、
滞
納
整
理
を
強
化

す
る
た
め
収
納
管
理
課
が
設

置
さ
れ
た
。
徴
収
率
等
の
決

算
状
況
を
見
る
と
、
そ
の
成

果
が
徐
々
に
表
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

今
後
に
お
い
て
は
、
税
収

等
収
入
の
大
幅
な
伸
び
が
期

待
さ
れ
な
い
本
町
で
は
、
従

前
以
上
に
慎
重
な
財
政
運
営

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
効
率
的

か
つ
効
果
的
な
行
政
運
営
と

財
政
健
全
化
に
努
め
、
さ
ら

な
る
町
民
福
祉
の
向
上
の
た

め
努
力
さ
れ
た
い
。

監査意見（要旨）

監査委員
上　田　益　英
徳　弘　初　男

市
町
村
の
財
政
状
況
を
表

す
①
財
政
力
指
数
　
②
経
常

収
支
比
率
　
③
実
質
公
債
費

比
率
で
見
る
と

①
財
政
力
指
数
０
・
29

佐
川
町
で
は
自
前
で
ま
か

な
う
財
源
が
約
３
割
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

②
経
常
収
支
比
率
86
・
０

昨
年
度
89
・
0
で
３
ポ
イ

ン
ト
好
転
し
、
使
い
道
を
限

定
さ
れ
な
い
お
金
が
増
え
て

い
ま
す
。

③
実
質
公
債
費
比
率
11
・
８

借
入
金
の
返
済
額
は
少
な

く
な
り
５
年
前
の
15
・
7
と

比
較
す
る
と
、
3.9
ポ
イ
ン
ト

好
転
し
て
い
ま
す
。

一般会計�

歳  入�

64億�
3,444 万円�

一般会計�

歳  出�

61億�
5,753 万円�

  町税　�
【11億0,012万円】17.1％�
  町民税・固定資産税�

  その他�
【4億8,692万円】7.6％�
  地方譲与税・寄付金�

  分担金・負担金　�
【1億4,459万円】2.2％�
  保育所負担金・工事負担金�

  使用料・手数料　�
【8,299万円】1.3％�
  住宅使用料・施設使用料�

  地方交付税　�
【28億4,106万円】�
  44.2％�
  財政力に応じた国の交付金�

  県支出金　�
【6億9,555万円】10.8％�
  県からの交付金・補助金 

  町債　�
【4億1,905万円】6.5％�
  長期借入金�

  議会費【7,821万円】�
 1.3％�
  議員報酬・議会運営�

  総務費　�
【11億5,230万円】18.7％�
  財産管理・選挙�

  民生費　�
【17億5,634万円】�
  28.5％�
  高齢者福祉・保育所  

  衛生費　�
【7億5,090万円】12.2％�
  予防接種・ごみ処理�

  農林水産業費�
【2億1,815万円】3.5％�
  農林業振興・施設整備�

  商工費【1億8,378万円】3.0％�
  商工業・観光振興�

  土木費　�
【3億9,250万円】6.4％�
  道路・住宅の維持改良�

  消防費　�
【2億5,671万円】4.2％�
  防災対策・消防活動�

  教育費　�
【5億630万円】8.2％�
  小中学校・文化施設�

  災害復旧費【9,001万円】1.5％�
  農林・公共施設災害�

  公債費　�
【7億7,233万円】12.5％�
  借入金の返済�

  国庫支出金　�
【6億6,416万円】10.3％�
  国からの交付金・補助金�

歳
入
歳
出
の
内
訳
は
下
記

の
表
の
と
お
り
で
す
。
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条
例
制
定
・
改
正

報
告
案
件

９
月
定
例
会
で
決
ま
り
ま
し
た

９
月
定
例
会
で
決
ま
り
ま
し
た

財
政
健
全
化
判
断

比
率
等
の
報
告

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
財

政
健
全
化
法
）
に
基
づ
き
報

告
さ
れ
た
も
の
で
、
一
般
会

計
等
の
実
質
赤
字
比
率
、
連

結
実
質
赤
字
比
率
は
黒
字
の

た
め
数
値
が
な
く
、
実
質
公

債
費
比
率
11
・
８
％
、
将
来

負
担
比
率
も
数
値
が
な
く
、

早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ

て
い
る
。

ま
た
、
水
道
事
業
、
病
院

事
業
、農
業
集
落
排
水
事
業
、

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
の
資
金
不
足

比
率
は
、
い
ず
れ
も
資
金
不

足
は
な
く
健
全
で
あ
る
と
報

告
を
受
け
た
。

人
　
　
事

教
育
委
員
会
委
員

山
�

徳
彦
　
氏
　
　

佐
川
町
乙
１
８
６
９
番
地

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員

北
添
　
秀
紀
　
氏

佐
川
町
加
茂
３
３
９
７
番
地

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員

横
畠
　
安
彦
　
氏

佐
川
町
黒
原
３
８
３
６
番
地
３

佐
川
町
特
定
教
育
・
保

育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例

佐
川
町
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

佐
川
町
い
じ
め
問
題
調

査
委
員
会
条
例

佐
川
町
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例

平平成成2255年年度度

決決算算質質疑疑
一
般
会
計

財
政
の
状
況
は
ど
う
か

上
町
整
備
の
総
額
は

坂
本
議
員
　
観
光
振
興
の
た

め
上
町
整
備
に
今
ま
で
使
っ

た
費
用
、
今
後
経
常
的
に
必

要
な
費
用
を
聞
く
。

片
岡
チ
ー
ム
佐
川
推
進
課
長

今
ま
で
に
か
か
っ
た
費
用

は
約
３
億
２
千
万
円
、
う
ち

補
助
金
が
１
億
２
千
万
円
。

こ
れ
か
ら
維
持
の
た
め
必
要

な
金
額
は
年
額
３
千
６
百
万

円
程
度
と
考
え
て
い
る
。

整備された上町

森
議
員
　
財
政
健
全
化
、
財

政
の
状
況
に
つ
い
て
聞
く
。

村
田
副
町
長
　
実
質
公
債
費

比
率
は
平
成
23
年
度
か
ら
好

転
し
て
お
り
、
財
政
力
は
、

県
内
で
は
中
の
上
く
ら
い

だ
。



飲料水供給施設
整備事業飲料水供給施設
整備事業

私立保育所
耐震化事業私立保育所
耐震化事業

ねんりんピック
よさこい高知大会ねんりんピック
よさこい高知大会
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平成平成2525年度年度

注目注目したした事業事業
９月定例会において、認定した平成25年度各会計決算の中から、注目する事業を紹介します。

議会が

3,184万円
県補助を活用し、花園、若草両保育園の耐震

化工事費用の４分の３を補助しました。

1,228万円
平成25年10月に開催された“ねんりんピッ

ク高知2013”。本町では、ウォークラリー交流

大会が実施され、全国から多くの方々の参加が

ありました。

3,203万円
四ツ白フスボリ地区に飲料水供給施設を整備

しました。



太陽光発電事業出資太陽光発電事業出資

役場庁舎空調工事役場庁舎空調工事 斗賀野町営住宅
建設事業斗賀野町営住宅
建設事業

黒岩中学校耐震化事業黒岩中学校耐震化事業
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9,540万円
黒岩中学校の校舎及び体育館の耐震補強工事

や大規模改造工事を実施しました。

3,033万円
新エネルギー対策の一環として、西佐川駅東

側の公共下水道処理場予定地跡で、メガソーラ

ー事業を実施するため、県・町・民間で共同出

資しました。

7,957万円
地球温暖化防止対策の一環として、庁舎空調

設備を木質バイオマスボイラーに改修し、省エ

ネ、CO2削減の取り組んでいます。

1億1,945万円
斗賀野地区に６戸の町営住宅建設と進入路を

整備しました。（一部26年度に繰り越しをし、

6月完成）
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9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

企
画
総
務
費

３
０
４
万
円

地
域
公
共
交
通
検
討
会

の
発
足
、
住
民
ニ
ー
ズ
調

査
の
委
託
費
用
。

霧
生
関
公
園
建
設
事

業

９
７
２
万
円

開
発
行
為
変
更
許
可
申

請
書
作
成
の
た
め
の
委
託

費
用
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

３
０
０
０
万
円

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

が
居
住
す
る
住
宅
の
耐
震

化
を
実
施
す
る
費
用
。

園
芸
振
興
負
担
金
事
業

３
６
３
万
円

ト
マ
ト
の
共
同
出
荷
場

に
備
え
て
い
る
機
械
が
被

災
し
た
た
め
、
修
繕
を
す

る
た
め
の
補
助
金
。

農
林
水
産
業
施
設
災
害

復
旧
事
業

１
１
９
９
万
円

台
風
12
号
・
11
号
で
被

災
し
た
農
林
関
連
施
設
の
災

害
復
旧
費
用
。

公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
事
業

６
１
７
７
万
円

台
風
12
号
・
11
号
で
被

災
し
た
公
共
土
木
関
連
施
設

の
災
害
復
旧
費
用
。

が
け
く
ず
れ
住
家
防
災

対
策
事
業

５
５
３
０
万
円

台
風
12
号
・
11
号
の
影

響
で
、
崩
壊
の
危
険
性
が
高

ま
っ
て
い
る
箇
所
の
防
災
対

策
費
用
。

2億452万

1,753万

3,596万

1,145万

259万

62億8,488万

19億1,324万

3,876万

17億7,094万

2億1,688万

国 民 健 康 保 険

住宅新築資金等貸付事業

介 護 保 険

後期高齢者医療

補正額会 計 名

一般会計

特
別
会
計

補正後の額
平成26年度9月補正予算　 （単位：円）

補
正
予
算

病
院
事
業

がけくずれ対策を

空
き
家
活
用
促
進
事
業

の
内
容
は

坂
本
議
員
　
空
き
家
活
用

促
進
事
業
に
つ
い
て
聞

く
。

片
岡
チ
ー
ム
佐
川
推
進
課
長

国
、
県
の
補
助
金
で
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
住

居
５
軒
を
民
間
か
ら
借
り

上
げ
耐
震
改
修
工
事
を
行

う
。

資
本
金
減
額
の
理
由
は

中
村
議
員
　
資
本
金
減
額

の
理
由
を
聞
く
。

笹
岡
病
院
事
務
局
長
　
資

本
金
減
額
に
よ
り
減
価
償

却
費
な
ど
現
金
の
支
出
を

伴
わ
な
い
累
積
欠
損
金
を

整
理
し
、
よ
り
実
態
に
近

い
形
と
し
た
。

松
浦
議
員
　
当
年
度
の
特

別
損
失
に
つ
い
て
聞
く
。

笹
岡
病
院
事
務
局
長
　
本

年
度
４
月
新
会
計
に
移
行

し
た
た
め
一
括
計
上
し

た
。

災
害
復
旧
工
事
の
進
め
方

下
川
議
員
　
昨
年
度
は
事
業

の
進
捗
が
思
わ
し
く
な
か
っ

た
。
本
年
度
の
災
害
復
旧
工

事
は
ど
う
進
め
て
い
く
か
。

渡
辺
産
業
建
設
課
長
　
昨

年
度
は
円
滑
に
実
施
で
き

な
か
っ
た
。
今
年
度
の
災

害
復
旧
に
関
し
て
は
管
内

で
調
整
し
な
が
ら
、
円
滑

に
実
施
で
き
る
よ
う
対
応

し
て
い
く
。



9億9,034万

14億0,338万

1億3,594万

2億1,905万

3,023万

27億7,894万

9 平成26年11月1日 第60号

「
森
林
・
林
業
基
本

計
画
」
の
推
進
に

係
る
意
見
書

（
提
出
者
　
永
田
耕
朗
）

我
が
国
で
は
、
そ
の
大
部

分
が
中
山
間
地
域
に
位
置
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
林
業
の

振
興
を
図
る
こ
と
で
、
人
口

流
出
防
止
の
ダ
ム
的
効
果
を

果
た
す
こ
と
に
な
り
、
そ
の

こ
と
が
地
方
再
生
の
原
点
に

な
る
と
も
考
え
る
。

よ
っ
て
、「
森
林
・
林
業

基
本
計
画
」
の
推
進
と
平
成

27
年
度
予
算
措
置
を
強
く
国

に
要
望
す
る
。

（
要
旨
）

地
域
林
業
・
地
域

振
興
の
確
立
に
向

け
た
「
山
村
振
興

法
」
の
延
長
と
施

策
の
拡
充
に
係
る

意
見
書

（
提
出
者
　
永
田
耕
朗
）

山
村
振
興
法
の
期
限
が
平

成
27
年
３
月
末
に
切
れ
る
こ

と
か
ら
、
山
村
地
域
の
振
興

や
地
域
林
業
の
確
立
、
そ
し

て
就
業
機
会
の
拡
大
や
雇
用

の
確
保
、
若
者
定
住
等
、
今

後
、
法
を
延
長
し
、
一
層
の

施
策
の
拡
充
を
国
に
強
く
要

請
す
る
。

（
要
旨
）

手
話
言
語
法
制
定

を
求
め
る
意
見
書

（
提
出
者
　
産
業
厚
生
常
任

委
員
長
　
岡
村
統
正
）

平
成
18
年
に
国
連
総
会

に
お
い
て
「
障
害
者
権
利
条

約
」
が
採
択
さ
れ
、
平
成
20

年
に
発
効
さ
れ
た
。

日
常
生
活
、
職
場
、
教
育

の
場
で
手
話
を
使
っ
た
情
報

の
提
供
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
保
障
さ
れ
、
社
会
に

自
由
に
参
加
で
き
る
こ
と
を

目
指
す
「
手
話
言
語
法
」
を

広
く
国
民
に
知
ら
せ
、
自
由

に
手
話
が
使
え
る
社
会
環
境

の
整
備
を
国
と
し
て
実
現
す

る
必
要
が
あ
る
。

よ
っ
て
、「
手
話
言
語
法
」

を
早
期
に
制
定
す
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

（
要
旨
）

慎
重
な
参
議
院
選

挙
制
度
改
革
を
求

め
る
意
見
書

（
提
出
者
　
総
務
文
教
常
任

委
員
長
　
西
村
清
勇
）

参
議
院
選
挙
区
を
考
え
る

と
き
、
地
方
自
治
体
の
実
情

や
歴
史
的
・
文
化
的
・
地
理

的
条
件
を
考
慮
す
れ
ば
、
都

道
府
県
を
基
本
と
す
る
こ
と

以
上
に
意
味
の
あ
る
新
た
な

選
挙
区
単
位
を
見
出
す
こ
と

は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
う
し
た
こ
と
に
立
脚
し

て
、
参
議
院
選
挙
制
度
改
革

に
つ
い
て
は
慎
重
に
議
論
を

進
め
る
こ
と
を
要
請
す
る
。

（
要
旨
）

9億2,199万

12億4,464万

1億1,377万

1億4,908万

1,906万

24億4,854万

会 計 名

一 般 会 計

歳出総額

特別養護老人ホーム

養護老人ホーム

障害者支援施設

ふるさと市町村圏

合　　　　計

歳入総額

特
別
会
計

平成25年度決算　 （単位：円） 高
吾
北

広
域
町
村
事
務
組
合

議
会

９
月
４
日

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
４
施
設
の
待
機
者
数

に
つ
い
て
、
本
年
６
月

１
日
時
点
で
の
調
査
を

行
っ
た
。
重
複
申
し
込

み
を
除
い
た
待
機
者
は
、

佐
川
町
82
人
、
越
知
町

47
人
、
仁
淀
川
町
31
人
、

構
成
３
町
以
外
19
人
と

な
っ
て
い
る
。

消
防
・
救
急
無
線
の

デ
ジ
タ
ル
化
工
事
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
は
、

無
線
中
継
所
の
敷
地
造

成
と
基
礎
工
事
が
終
わ

り
、
続
い
て
無
線
タ
ワ

ー
と
局
舎
の
設
置
を
予

定
し
て
い
る
。
無
線
機

器
の
製
作
も
順
調
に
進

ん
で
お
り
、
12
月
末
ま

で
に
全
て
の
工
事
を
完

成
さ
せ
る
予
定
で
あ

る
。

《
組
合
長

諸
般
報
告
》

林業振興は地方再生の原点



ふるさと納税
町外に発信を
ふるさと納税
町外に発信を

地域包括ケアシステム
ケア会議実施は

地域包括ケアシステム
ケア会議実施は
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観
光
振
興
プ
ロ
の
視
点
で

積
極
的
推
進
を

観
光
振
興
プ
ロ
の
視
点
で

積
極
的
推
進
を

松
浦
　
隆
起
　
議
員健康福祉課長 11月をめどにスタート

9人が町政を問う人が町政を問う�

ここがここが�
聞きたい�
ここが
聞きたい�

9人が町政を問う�

観
光
協
会
が
再
発
足
し
、

観
光
振
興
に
取
り
組
み
始
め

た
。
関
係
す
る
職
員
の
努
力

の
実
を
結
ば
せ
る
た
め
に
足

ら
な
い
も
の
は
、
プ
ロ
の
視

点
、
経
験
、
発
想
力
で
あ
る
。

現
場
の
感
覚
を
持
っ
た
人
に

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
関

わ
っ
て
も
ら
い
、
実
現
性
が

あ
る
計
画
を
作
り
上
げ
る
必

要
が
あ
る
。

堀
見
町
長
　
観
光
協
会
が
昨

年
、
発
足
し
た
が
、
計
画
を

ど
う
進
捗
管
理
し
て
い
く
の

か
明
確
に
な
っ
て
い
な
か
っ

た
。
今
年
度
、
実
際
に
観
光

協
会
を
運
営
し
た
こ
と
の
あ

る
、
外
部
の
方
に
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
来
て
い
た
だ
き
、

勉
強
を
し
て
、
来
年
度
か
ら
、

本
町
と
し
て
ど
う
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
、
作
り
上
げ
て

い
き
た
い
。

今
、
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

が
注
目
を
さ
れ
、
着
実
な
広

が
り
を
見
せ
て
い
る
。
そ
の

大
き
な
要
因
の
一
つ
が
、
寄

付
金
の
お
礼
に
贈
る
特
産
品

だ
。
こ
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

を
、
寄
付
と
い
う
枠
を
超
え
、

地
域
の
地
場
産
品
を
町
外
に

売
り
出
し
、
本
町
の
良
さ
を

発
信
し
、
観
光
へ
と
つ
な
げ

て
い
く
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

取
り
組
む
べ
き
だ
。

観光協会の今後の活躍は？

堀
見
町
長

会
社
や
事
業
所

の
力
も
借
り
な
が
ら
、
本
町

ら
し
い
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

の
あ
り
方
、
特
産
品
の
開
発
、

本
町
の
Ｐ
Ｒ
、
そ
れ
を
ト
ー

タ
ル
で
考
え
て
発
信
し
て
い

き
た
い
。
第
２
弾
、
第
３
弾

と
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組

み
を
考
え
て
い
る
。

町長 本町らしいあり方考える

町
長

外
部
の
方
に
来
て
い
た
だ
く

ケア会議に向けて

地
域
で
、
高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
仕
組
み
が

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

だ
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
て
い
く
上
で
欠
か
せ
な
い

の
が
「
地
域
ケ
ア
会
議
」
だ
。

個
別
ケ
ー
ス
か
ら
地
域
の
課

題
を
抽
出
す
る
意
味
で
も
、

こ
の
「
地
域
ケ
ア
会
議
」
は

重
要
だ
。
こ
の
会
議
の
実
施

は
。

岡
�
健
康
福
祉
課
長

「
地
域

ケ
ア
会
議
」
は
、
11
月
を
め

ど
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
予
定

だ
。
い
ろ
い
ろ
な
専
門
職
の

方
が
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
、
具
体
的
に
検
証
し
て
い

く
作
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

課
題
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を

探
っ
て
い
く
。



空き家の有効活用で
地域活性化を

空き家の有効活用で
地域活性化を
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臨
時
職
員
の
賃
金
の

増
額
と
基
準
作
り
を

臨
時
職
員
の
賃
金
の

増
額
と
基
準
作
り
を

子育て支援策として
保育料の軽減を

子育て支援策として
保育料の軽減を

坂
本
　
玲
子
　
議
員

子
育
て
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

子
育
て
に
関
す
る
費
用
の
軽

減
を
望
ん
で
い
る
保
護
者
が

36
％
も
い
る
。
少
子
化
対
策

の
た
め
に
も
、
子
育
て
し
や

す
い
町
づ
く
り
は
大
事
で
あ

る
。
他
の
市
町
村
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
保
育
料
軽
減
策
が
行

わ
れ
て
い
る
。
財
政
的
支
援

も
含
め
佐
川
町
独
自
で
何
が

で
き
る
の
か
。

堀
見
町
長

子
育
て
支
援
は

重
要
な
施
策
の
一
つ
と
し
て

考
え
て
い
る
が
、
財
政
的
支

援
に
つ
い
て
は
国
、
県
の
方

針
に
沿
っ
て
考
え
た
い
。
多

面
的
な
支
援
の
仕
方
、
子
ど

も
た
ち
の
保
育
、
教
育
の
仕

方
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
。

空
き
家
が
増
え
、
将
来
的

に
は
20
％
以
上
が
空
き
家
に

な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
全

国
的
に
も
空
き
家
対
策
事
業

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
危
険

な
空
き
家
は
取
り
壊
し
を
す

す
め
、
ま
だ
利
用
で
き
る
空

き
家
に
つ
い
て
は
再
生
し
、

地
域
交
流
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
拠
点
、
移
住
促
進
な
ど
地

域
活
性
化
に
役
立
て
て
は
ど

う
か
。

ま
た
町
と
し
て
空
き
家
対

策
の
方
針
を
決
め
、
条
例
を

つ
く
り
、
積
極
的
な
空
き
家

有
効
活
用
が
で
き
な
い
か
。

堀
見
町
長

空
き
家
の
対
策
、

活
用
、
危
険
の
排
除
に
つ
い

て
は
今
年
５
軒
の
空
き
家
再

生
事
業
を
実
施
す
る
予
定
で
、

前
向
き
に
取
り
組
み
始
め
て

い
る
。

空
き
家
に
つ
い
て
の
条
例

は
今
後
研
究
し
検
討
し
て
い

き
た
い
。

町長 国、県の方針に沿って考える

総
務
課
長

今
後
研
究
し
て
い
く

職
員
数
が
他
町
村
と
比
べ

て
少
な
く
、
多
く
の
臨
時
職

員
が
い
る
。
臨
時
職
員
の
生

活
を
守
る
と
い
う
姿
勢
を
持

っ
て
、
賃
金
を
増
額
す
べ
き

だ
。ま

た
町
と
し
て
、
初
任
給

を
基
礎
と
し
て
臨
時
職
員
の

基
準
を
決
め
、
資
格
が
必
要

な
職
種
に
つ
い
て
は
、
そ
の

資
格
や
経
験
に
応
じ
て
賃
金

を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

横
山
総
務
課
長

基
準
単
価

づ
く
り
は
非
常
に
大
事
な
こ

と
だ
と
思
う
。

今
後
、
基
準
作
り
や
、
経

験
的
な
も
の
を
ど
う
し
て
い

く
か
に
つ
い
て
は
、
近
隣
市

町
村
と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
も

参
考
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
国
保
税
の
資
産
割
り
に
つ

い
て

町長 空き家再生事業を実施

子育て支援は大きな課題

空き家も地域の資源です



勝森山からの土石流
どう対処するか

勝森山からの土石流
どう対処するか
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新図書館建設
どう考える

新図書館建設
どう考える

台風の教訓と課題は台風の教訓と課題は
森
　
正
彦
　
議
員

町長 整備、万全とは言い切れない

記
録
的
な
豪
雨
の
台
風

12
号
・
11
号
の
来
襲
か
ら

得
た
教
訓
と
、
当
町
が
今
ま

で
実
施
し
て
き
た
災
害
対
策

の
検
証
と
、
今
後
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

は
何
か
。

堀
見
町
長

台
風
の
教
訓
は
、

異
常
と
言
わ
れ
て
き
た
雨
や

風
が
、
当
た
り
前
に
起
こ
る

と
い
う
視
点
で
、
防
災
対
策

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
ハ

ー
ド
面
は
、
こ
れ
で
万
全
と

は
い
え
ず
、
今
後
老
朽
化
し

た
構
造
物
や
橋
梁
の
対
策
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
緊
急
性
に
対
応
し

た
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
行
動
計
画

の
検
証
、
さ
ら
に
自
主
防
災

組
織
と
も
連
携
を
と
っ
て
、

そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
防
災

計
画
、
行
動
計
画
を
作
っ
て

い
き
た
い
。

産業建設課長 関係機関と連携をして対策を進める

町長 来年度末までに方針決める

勝
森
山
か
ら
の
土
石
流

は
、
人
家
の
近
く
ま
で
迫
り
、

ま
た
河
川
に
土
砂
が
堆
積
し

氾
濫
の
危
険
も
あ
っ
た
。
土

石
流
が
発
生
し
た
勝
森
山
鉱

山
の
管
轄
は
経
済
産
業
省
、

下
部
の
山
林
は
県
森
林
環
境

部
で
あ
る
が
、
被
害
を
受
け

る
の
は
当
町
だ
。
町
と
し
て

ど
う
対
処
す
る
か
。

渡
辺
産
業
建
設
課
長

山
林

の
災
害
復
旧
は
新
た
な
被
害

を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
、
県

に
要
望
し
て
お
り
、
県
は
対

策
工
事
の
検
討
に
着
手
し
て

い
る
。

鉱
山
は
、
国
の
指
導
を
受

け
て
、
北
側
斜
面
地
下
水
位

の
上
昇
リ
ス
ク
や
降
雨
流
入

リ
ス
ク
の
抑
制
と
い
っ
た
対

策
を
と
っ
て
い
る
。

今
後
、
地
元
に
と
っ
て
よ

り
よ
い
復
旧
と
な
る
よ
う
、

関
係
機
関
と
連
携
を
と
っ
て

対
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

文
教
の
ま
ち
づ
く
り
に
は

図
書
館
の
充
実
は
欠
か
せ
な

い
。
し
か
し
、
現
在
の
図
書

館
は
施
設
も
狭
く
蔵
書
も
少

な
い
。
こ
の
図
書
館
の
現
状

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
新
図
書
館
の
建
設

は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

川
井
教
育
長

施
設
が
狭
い

こ
と
が
第
一
の
課
題
で
、
閲

覧
室
、
書
庫
、
会
議
室
、
学

習
室
等
の
整
備
充
実
が
望
ま

れ
て
い
る
。
図
書
購
入
費
に

つ
い
て
も
現
状
１
０
０
万
円

程
度
で
、
全
国
の
類
似
団
体

で
は
年
間
５
０
０
〜
６
０
０

万
円
で
あ
る
こ
と
も
承
知
し

て
い
る
。
図
書
の
購
入
費
の

拡
充
に
は
一
層
努
力
し
た
い
。

堀
見
町
長

検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
で
き
れ
ば
来
年

度
末
ま
で
に
は
佐
川
町
の
新

図
書
館
の
あ
り
よ
う
に
つ
い

て
方
針
を
決
め
た
い
。

濁流が道路も田畑ものみこむ！

土石流でえぐられた山肌



経験ある専門職の
雇用に配慮を

経験ある専門職の
雇用に配慮を
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霧
生
関
へ
の
へ
リ
ポ
ー
ト
設
置

具
体
的
な
計
画
は

霧
生
関
へ
の
へ
リ
ポ
ー
ト
設
置

具
体
的
な
計
画
は

自主防災組織の役員へ　　
帽子、制服の支給を

自主防災組織の役員へ　　
帽子、制服の支給を

下
川
　
芳
樹
　
議
員 町長 実情を考慮して勉強していきたい

町
長

来
年
度
完
成
を
目
指
し
た
い

町
の
地
域
防
災
計
画
で

は
、
地
域
を
自
分
た
ち
で
守

る
自
助
・
共
助
の
理
念
の
も

と
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成

に
努
め
る
と
定
め
て
い
る
。

自
主
的
な
防
災
訓
練
や
地

域
の
要
配
慮
者
へ
の
支
援
活

動
な
ど
で
は
、
自
主
防
災
組

織
役
員
の
役
割
や
責
任
も
重

く
な
る
。
組
織
を
リ
ー
ド
す

る
役
員
が
自
覚
し
活
動
し
や

す
い
目
印
的
な
帽
子
、
制
服

な
ど
支
給
し
て
み
て
は
ど
う

か
。

堀
見
町
長

現
時
点
で
は
、

制
服
と
か
帽
子
と
か
支
給
す

る
考
え
は
な
い
。
自
主
防
災

組
織
は
自
分
の
た
め
、
自
分

た
ち
の
地
域
の
た
め
、
自
分

ご
と
と
し
て
活
動
す
る
こ
と

が
基
本
に
な
る
と
思
う
。

自
主
防
災
組
織
の
役
員
も

２
年
、
３
年
、
５
年
や
る
方

も
い
る
し
、
１
年
交
代
で
変

わ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
の

あ
た
り
の
実
情
を
考
慮
し
て

今
後
ど
う
し
て
い
く
か
、
勉

強
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

霧
生
関
の
埋
立
地
利
用
に

つ
い
て
は
、
先
の
６
月
議
会

で
へ
リ
ポ
ー
ト
設
置
に
向
け

て
臨
ん
で
い
き
た
い
と
の
答

弁
で
あ
っ
た
が
、
今
後
の
具

体
的
な
設
置
計
画
は
ど
う

か
。ま

た
、
町
内
各
地
に
ヘ
リ

ポ
ー
ト
を
設
置
す
べ
く
、
離

着
陸
可
能
な
民
有
地
を
利
用

で
き
る
協
定
は
で
き
な
い

か
。

堀
見
町
長

本
定
例
会
で
開

発
許
可
の
変
更
お
よ
び
委
託

費
用
を
計
上
し
て
い
る
。
本

年
度
中
に
変
更
計
画
を
策
定

し
、
来
年
度
へ
リ
ポ
ー
ト
の

完
成
を
目
指
し
た
い
。

横
山
総
務
課
長

今
後
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
の
離
着
陸
場
と

し
て
活
用
が
可
能
な
所
が
あ

れ
ば
、
所
有
者
と
協
定
を
締

結
し
積
極
的
な
活
用
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

総務課長 町に有用な職員の採用を実施

当
町
の
よ
う
な
職
員
数
の

少
な
い
町
村
で
は
、
毎
年
度

の
職
員
採
用
が
難
し
く
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
年
代
層
で
は

な
い
。
人
員
枠
の
少
な
い
専

門
職
で
は
専
門
性
の
継
続
が

困
難
な
状
況
が
あ
る
。
経
験

あ
る
専
門
職
の
雇
用
に
配
慮

し
て
、
採
用
条
件
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

横
山
総
務
課
長

資
格
を
持

つ
職
員
の
中
途
採
用
等
で
、

初
任
給
の
号
給
を
上
げ
た
採

用
の
仕
方
で
実
施
し
て
き
た

過
去
も
あ
り
、
今
後
に
お
い

て
も
町
に
有
用
な
職
員
の
採

用
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法

に
基
づ
く
本
年
度
の
調
達

方
針
に
つ
い
て

○
地
区
懇
談
会
の
開
催
状
況

に
つ
い
て

黒岩地区での防災訓練

命を救うドクターヘリ



総合計画策定は
順調か

総合計画策定は
順調か
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浸水想定区域
適正か

浸水想定区域
適正か

職員の評価を
どうする

職員の評価を
どうする

中
村
　
卓
司
　
議
員チーム佐川推進課長 策定に向け進めている

町
行
政
の
羅
針
盤
と
い
え

る
総
合
計
画
策
定
は
順
調
に

進
ん
で
い
る
か
。

片
岡
チ
ー
ム
佐
川
推
進
課
長

本
年
度
の
６
月
か
ら
７
月
に

か
け
町
民
に
１
０
０
０
件
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
４

８
０
件
の
回
答
が
あ
っ
た
。

結
果
に
つ
い
て
は
、
で
き
次

第
町
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
す
る
。

ま
た
、
職
員
24
名
で
策
定

作
業
チ
ー
ム
を
作
り
、
過
去

10
年
間
を
振
り
返
り
財
政
、

教
育
、
医
療
、
福
祉
、
暮
ら

し
、
商
業
、
環
境
等
成
果
と

課
題
を
抽
出
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
今
後
起
き
得
る
未
来

の
推
定
を
し
て
進
め
て
い
る
。

町長 評価制度を見直しする

総務課長 今後研究する

春
日
川
、
柳
瀬
川
の
氾
濫

が
予
測
さ
れ
る
。
県
と
連
携

し
管
理
で
き
て
い
る
か
。

防
災
対
策
の
観
点
か
ら
、

町
内
各
所
で
も
危
険
が
予
想

さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

監
督
官
庁
に
要
望
で
き
な
い

か
。

横
山
総
務
課
長

流
域
避
難

マ
ッ
プ
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
町
内
で

洪
水
予
報
区
間
に
指
定
さ
れ

て
い
る
の
は
日
下
川
流
域
だ

け
で
、
春
日
川
、
柳
瀬
川
は

浸
水
区
域
の
想
定
が
な
い
状

況
に
あ
る
。

職
員
は
、
公
僕
と
し
て
の

サ
ー
ビ
ス
を
十
分
に
行
っ
て

い
る
の
か
。
評
価
は
し
て
い

る
か
。

堀
見
町
長

職
員
は
、
１
０

０
％
全
力
で
頑
張
っ
て
い
る
。

佐
川
町
は
今
ま
で
独
自
の
評

価
制
度
を
取
り
入
れ
評
価
し

て
い
た
。

今
後
は
評
価
制
度
を
見
直

し
、
職
員
が
自
発
的
で
主
体

的
な
目
標
を
立
て
業
務
を
行

う
な
か
で
、
そ
の
仕
事
の
取

り
組
み
や
出
し
た
結
果
に
対

し
て
適
正
な
評
価
を
し
て
い

き
た
い
。

計画策定作業チームの合宿研修

浸水想定区域の指定ではないが

今
後
は
、
水
位
の
上
昇
等

も
非
常
に
顕
著
に
な
っ
て
お

り
、
両
河
川
に
つ
い
て
も
浸

水
想
定
区
域
に
示
せ
な
い
か

研
究
し
て
い
く
。

渡
辺
産
業
建
設
課
長

台
風

な
ど
の
時
に
は
県
と
も
連
携

を
取
っ
て
や
っ
て
い
る
。

堀
見
町
長

町
民
の
災
害
へ

の
不
安
の
声
が
想
定
だ
け
の

話
で
は
、
監
督
官
庁
へ
要
望

す
る
の
は
問
題
が
あ
り
難
し

い
。
事
実
が
あ
れ
ば
確
認
し
、

調
査
し
た
上
で
監
督
官
庁
へ

要
望
し
て
い
く
。
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避難勧告・避難指示
地域別体制図るべきだ
避難勧告・避難指示
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災
害
時
避
難
所
施
設
の

収
容
能
力
は
十
分
か

災
害
時
避
難
所
施
設
の

収
容
能
力
は
十
分
か

岡
村
　
統
正
　
議
員 町長 地域の限定考えて

台
風
12
号
で
、
全
町
に

避
難
勧
告
を
出
す
こ
と
に
な

っ
た
判
断
材
料
は
何
を
基
に

出
し
た
の
か
。

た
び
た
び
避
難
勧
告
を
出

す
と
町
民
も
慣
れ
て
し
ま
う

心
配
が
あ
る
。
避
難
勧
告
、

指
示
は
、
地
域
別
に
出
せ
る

よ
う
な
体
制
を
図
る
べ
き

だ
。

堀
見
町
長

夜
中
１
時
に
災

害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、

県
の
雨
量
計
、
柳
瀬
川
の
水

位
計
、
気
象
台
の
情
報
を
総

合
的
に
加
味
し
、
夜
中
の
避

難
は
危
険
も
伴
う
こ
と
か
ら

夜
明
け
と
と
も
に
避
難
勧
告

を
出
し
た
。

今
後
は
、
災
害
の
種
別
に

応
じ
て
細
か
く
地
域
を
限
定

し
、
避
難
勧
告
が
出
せ
る
か

考
え
て
い
く
。

総務課長 今後しっかり引き継いでいく

町
内
各
地
区
に
設
置
し
て

い
る
雨
量
計
の
デ
ー
タ
で
勧

告
を
出
す
時
間
的
な
判
断
が

で
き
た
と
思
わ
れ
る
が
、
７

月
よ
り
故
障
し
て
い
た
。
防

災
行
政
無
線
施
設
の
雨
量
計

シ
ス
テ
ム
機
器
の
引
き
継
ぎ

は
さ
れ
て
い
た
の
か
。

横
山
総
務
課
長

担
当
と
の

引
き
継
ぎ
が
で
き
て
い
な
く

て
、
情
報
を
得
る
機
器
が
あ

り
な
が
ら
う
ま
く
使
う
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、

誠
に
申
し
訳
な
い
。
す
ぐ
に

修
理
し
、
デ
ー
タ
や
機
器
の

使
い
方
等
を
引
き
継
い
で
い

く
。

総
務
課
長

全
町
民
な
ら
不
足

み
ぞ
う
の
大
災
害
が
起
き

た
場
合
、
全
町
民
対
象
の
避

難
施
設
の
収
容
能
力
は
十
分

か
。旧

佐
川
中
学
校
が
避
難
所

に
指
定
さ
れ
て
い
た
地
区
民

の
、
避
難
場
所
は
ど
こ
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

横
山
総
務
課
長

拠
点
避
難

所
と
し
て
13
カ
所
を
指
定
し

収
容
可
能
人
数
は
現
在
、
２

７
５
０
名
と
な
っ
て
い
る
。

緊
急
避
難
場
所
の
地
区
集

会
所
を
総
合
し
て
２
６
０
０

人
で
、
指
定
さ
れ
て
い
な
い

佐
川
高
校
を
入
れ
て
も
合
計

で
６
０
０
０
人
だ
。
全
町
民

が
避
難
す
れ
ば
足
り
な
い
。

ど
う
対
応
す
る
か
考
え
て
い

く
。旧

佐
川
中
学
校
の
避
難
場

所
は
ま
だ
そ
の
ま
ま
設
定
さ

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

作動しなかった雨量計システム

拠点避難所の佐川中学校体育館



町の分譲地の
状況はどうか

町の分譲地の
状況はどうか

地区懇談会の
取り組みは十分か

地区懇談会の
取り組みは十分か
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台風12号・11号の
被害状況は

台風12号・11号の
被害状況は

今
橋
　
寿
子
　
議
員産業建設課長 被害総額　約2億円だ

土
砂
崩
れ
、
農
業
関
係
等

の
被
害
は
ど
う
か
。

緊
急
時
、
町
外
か
ら
通
勤

し
て
い
る
職
員
は
ど
う
行
動

す
る
か
。
長
時
間
に
わ
た
る

職
員
へ
の
配
慮
は
十
分
な
の

か
。

渡
辺
産
業
建
設
課
長

町
道

31
件
被
害
額
５
９
９
０
万
円
、

河
川
災
害
23
件
３
３
２
０
万

円
、
が
け
く
ず
れ
住
家
防
災

事
業
10
件
７
８
０
０
万
円
、

農
業
施
設
関
係
44
件
２
７
０

０
万
円
、
農
地
災
害
20
件
２

０
０
０
万
円
だ
。

堀
見
町
長

職
員
は
ま
ず
自

分
の
命
を
守
り
、
次
は
家
族
、

地
域
を
守
る
活
動
を
し
て
か

ら
役
場
に
参
集
す
る
と
決
ま

っ
て
い
る
。
南
海
ト
ラ
フ
地

震
が
起
き
た
と
き
も
県
下
全

域
が
そ
う
い
う
対
応
に
な
っ

て
い
る
。
職
員
へ
の
配
慮
は

も
ち
ろ
ん
し
て
い
く
。

チーム佐川推進課長 工夫し参加促す

総
合
計
画
策
定
に
向
け
て

21
カ
所
の
チ
ク
コ
ン(

地
区

懇
談
会)

は
よ
い
取
り
組
み

だ
と
思
う
が
、
参
加
人
数
が

少
な
い
の
で
は
な
い
か
。
住

民
に
は
、
チ
ク
コ
ン
の
意
図

が
十
分
理
解
さ
れ
て
い
る
の

か
。

片
岡
チ
ー
ム
佐
川
推
進
課
長

地
区
に
よ
っ
て
参
加
者
の
差

が
あ
る
。
全
体
的
な
流
れ
は
、

こ
の
ま
ま
で
進
め
る
。
広
報

や
呼
び
か
け
の
チ
ラ
シ
等
は

一
工
夫
し
な
が
ら
自
治
会
長

に
も
協
力
を
要
請
す
る
。

ま
た
職
員
に
も
参
加
す
る

よ
う
促
し
て
い
く
。

総務課長 価格見直し販売

分
譲
地
に
つ
い
て
の
現
在

の
状
況
は
ど
う
か
。

町
長
は
、
移
住
促
進
、
自

伐
型
林
業
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
県
は
健
康
長
寿
県
構
想

で
、
木
造
住
宅
は
健
康
に
よ

い
と
し
て
い
る
。
健
康
住
宅

等
の
モ
デ
ル
住
宅
構
想
は
あ

る
か
。

横
山
総
務
課
長

小
富
士
団

地
の
分
譲
地
は
価
格
を
見
直

し
、
12
月
１
日
を
め
ど
に
販

売
を
開
始
す
る
よ
う
準
備
を

進
め
て
い
る
。

堀
見
町
長

現
時
点
で
は
モ

デ
ル
住
宅
構
想
は
な
い
が
、

住
宅
と
木
の
流
通
と
い
う
部

分
で
地
元
の
産
業
振
興
に
結

び
つ
け
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
輝
く
女
性
応
援
会
議
に
つ

い
て
。

31カ所の町道が被害を受けた

町内各地で開催されている地区懇談会



高齢者の
免許返納の推進を
高齢者の
免許返納の推進を
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愛玩動物の
不妊手術への助成を
愛玩動物の
不妊手術への助成を

霧
生
関
の
火
薬
庫

安
全
強
化
で
多
用
途
に

霧
生
関
の
火
薬
庫

安
全
強
化
で
多
用
途
に

片
岡
　
勝
一
　
議
員 町長 広報で周知する

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
増

加
し
て
い
る
。
高
齢
運
転
者

の
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

特
典
を
付
加
し
て
免
許
返
納

の
推
進
は
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
広
報
誌
な
ど
で
繰

り
返
し
周
知
で
き
な
い
か
。

横
山
総
務
課
長

本
町
で
は

免
許
返
納
者
へ
の
特
典
付
与

は
行
っ
て
い
な
い
。

運
転
免
許
の
自
主
返
納
サ

ポ
ー
ト
事
業
が
全
国
的
に
広

が
っ
て
い
る
。
本
町
で
も
１

社
が
乗
車
運
賃
半
額
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
る
。

佐
川
署
管
内
で
は
免
許
返

納
者
が
増
加
傾
向
で
あ
る
。

免
許
返
納
に
対
し
て
は
広

報
で
周
知
し
て
い
く
。

産
業
建
設
課
長

保
安
距
離
の
適
用
除
外
は
で
き
な
い

火
薬
庫
は
許
可
を
受
け
て

の
建
造
物
で
あ
り
撤
去
し
て

ほ
し
い
は
筋
違
い
だ
。
さ
ら

に
二
重
三
重
に
も
強
固
な
防

護
壁
を
作
れ
ば
多
用
途
に
利

用
可
能
で
は
な
い
か
。

渡
辺
産
業
建
設
課
長

火
薬

庫
安
全
強
化
策
に
つ
い
て
、

県
に
相
談
し
た
経
過
が
あ
る

が
、
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と

で
保
安
距
離
の
適
用
除
外
は

で
き
な
い
と
回
答
を
受
け
て

い
る
。

保
安
距
離
の
い
ら
な
い
ヘ

リ
ポ
ー
ト
の
設
置
を
計
画
し

て
い
る
。

町民課長 県の事業がある

動
物
を
飼
い
主
の
都
合
で

捨
て
る
人
が
後
を
絶
た
な
い
。

10
万
匹
超
の
犬
猫
が
殺
処
分

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
動
物

の
繁
殖
を
制
御
し
な
が
ら
飼

育
す
る
べ
き
で
、
最
後
ま
で

看
取
る
の
が
本
当
の
動
物
愛

だ
。
不
妊
手
術
へ
の
助
成
は

で
き
な
い
か
。

麻
田
町
民
課
長

本
町
に
は

助
成
金
は
な
い
し
、
予
定
も

な
い
が
、
高
知
県
の
事
業
と

し
て
、
雌
の
飼
い
猫
６
千
円
、

捨
て
猫
１
万
円
の
補
助
が
あ

る
。
県
で
は
来
年
度
も
予
算

要
求
す
る
予
定
と
聞
く
。

動
物
の
終
生
使
用
等
は
町

広
報
で
啓
発
を
行
う
。

霧生関の火薬庫

ペットの飼育には最後まで愛情を



玉割小橋西側の
交差点改良どうする
玉割小橋西側の
交差点改良どうする

黒岩地区に
ヘリポート基地を
黒岩地区に
ヘリポート基地を

黒岩にふさわしい
保育所新設を

黒岩にふさわしい
保育所新設を

18平成26年11月1日 第60号

西
村
　
清
勇
　
議
員町長 要望を聞いて進める

保
育
所
用
地
は
ほ
ぼ
確
定

し
た
。
保
育
所
建
設
に
関
し

て
は
保
護
者
や
保
育
士
の
意

見
を
聞
い
て
黒
岩
に
ふ
さ
わ

し
い
保
育
所
の
建
設
を
す
べ

き
だ
。
町
長
は
ど
う
考
え
る

か
。

堀
見
町
長

新
設
に
つ
い
て

は
、
保
育
所
に
勤
め
て
い
る

職
員
、
地
元
の
方
、
子
供
た

ち
の
こ
と
を
考
慮
し
要
望
を

し
っ
か
り
捉
え
た
建
物
の
作

り
方
、
計
画
が
大
切
だ
と
思

う
。
そ
う
い
う
方
向
で
、
新

し
い
保
育
所
の
建
設
に
つ
い

て
進
め
て
い
き
た
い
。

産業建設課長 来年度、実施予定だ

玉
割
小
橋
西
側
の
、
農
免

道
路
に
接
続
す
る
交
差
点
の

改
良
工
事
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
地
権
者
と
の
話
が
つ

か
な
い
の
か
。

渡
辺
建
設
課
長

こ
の
交
差

点
は
、
関
係
者
と
用
地
協
議

し
、
国
の
交
付
金
事
業
を
導

入
し
て
実
施
し
た
い
。
来
年

度
に
で
き
る
よ
う
に
最
善
の

努
力
を
す
る
。

総務課長 工事へと進めたい

今
年
度
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
基

地
を
作
る
予
算
を
組
ん
で
い

る
。
黒
岩
地
区
に
も
良
い
土

地
が
あ
り
提
案
し
た
。
ぜ
ひ

早
期
に
基
地
を
作
っ
て
ほ
し

い
。

横
山
総
務
課
長

中
野
地
区

の
農
免
道
路
沿
い
の
土
地
は

ど
う
か
と
の
提
案
を
受
け
、

航
空
隊
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
確

認
し
た
。
周
辺
環
境
と
も
に

申
し
分
な
い
。
黒
岩
地
区
の

中
心
と
も
い
え
る
良
好
な
位

置
で
あ
る
。
今
後
は
地
権
者

と
の
交
渉
、
設
計
、
工
事
へ

と
進
め
た
い
。

移転予定の黒岩中央保育所

交差点より玉割小橋に向かって



26年内本格運用へ 前向きに検討したい

災害情報の伝達手段の多重化、多様

化の重要性が指摘されていることか

ら、「登録制メール」の導入について

検討したい。
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防災メールの導入を
（平成25年9月定例会）

議会広報編集委員会

委
員
長
　
　
森
　
　
正
彦

副
委
員
長
　
　
片
岡
　
勝
一

委
　
　
員
　
　
邑
田
　
昌
平

委
　
　
員
　
　
坂
本
　
玲
子

委
　
　
員
　
　
下
川
　
芳
樹

※
わ
か
り
や
す
い
紙
面
に
と
心
が
け
て
い
ま
す
。

読
後
の
ご
感
想
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

今
年
の
10
月
で
議
会
議
員
と
し
て
、
ま

た
、
広
報
委
員
と
し
て
１
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。「
議
会
だ
よ
り
」
を
編
集
す
る
よ

う
に
な
っ
て
、
人
に
活
字
で
伝
え
る
こ
と

の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
議
会
で

発
言
さ
れ
る
沢
山
の
言
葉
を
、
短
く
簡
潔

に
正
確
に
伝
え
る
、
発
言
者
の
真
意
が
く

み
取
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
短
い
言
葉
で

し
っ
か
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
、

毎
回
の
作
業
の
中
で
不
安
は
尽
き
ま
せ
ん
。

で
も
、一
番
の
不
安
は
住
民
の
皆
さ
ん

に
し
っ
か
り
届
い
て
い
る
の
か
ど
う
か
で

あ
り
、
こ
こ
が
最
も
重
要
な
と
こ
ろ
で
す
。

私
た
ち
の
住
む
町
の
未
来
が
、
指
導
者

に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
、
議
会

で
ど
ん
な
議
論
が
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
決

定
し
て
い
る
の
か
、
佐
川
町
住
民
の
一
人

と
し
て
共
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

議
会
を
傍
聴
に
来
ら
れ
な
い
皆
さ
ん

に
、
私
た
ち
の
町
の
進
む
方
向
を
伝
え
る

広
報
で
す
。
ど
う
か
関
心
を
も
っ
て
一
緒

に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
次
世
代
へ
つ

な
ぐ
佐
川
町
の
未
来
の
た
め
に
。

下
川

あなたが選んだ議員の
仕事ぶりを見にきませんか？

次の定例会は12月5日（金）午前9時
開会予定です。傍聴においでください。

災害時の情報伝達手段は、幾重に重
ねてもやりすぎはない。町から独自の
情報を発信することができる「防災メ
ール」システムを構築すべきだ。

（松浦議員）

平成26年内にシステム及びホー

ムページ等の環境を整備し、町職員

等の登録・運用試験を行った後、町

民への登録募集を開始、本格運用に

入る。

あ
の
質
問
の
ゆ
く
え
No.31

あ
の
質
問
の
ゆ
く
え

ど う�
なった�

総務課長�
答　　弁�

住
民
の
皆
様
へ

９
月
２
日
付
け
で
松
本

正
人
氏
か
ら
議
員
辞
職
願
が

提
出
さ
れ
、
同
日
付
け
で
辞

職
を
許
可
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
８
月
30
日
に
松

本
氏
が
道
路
交
通
法
違
反
で

摘
発
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

本
人
か
ら
辞
職
の
申
し
出
が

あ
り
許
可
し
た
も
の
で
す
。

法
の
も
と
で
活
動
し
て

い
る
議
員
の
不
祥
事
に
関

し
、議
会
と
い
た
し
ま
し
て
、

大
変
遺
憾
で
あ
り
、
町
民
の

皆
様
に
対
し
ま
し
て
、
深
く

お
わ
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
議
員
全
員
、
一

層
身
を
正
し
行
動
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

佐
川
町
議
会
　

議
長
　
藤
原
　
健
祐



黒
岩
い
き
い
き
応
援
隊

黒
岩
い
き
い
き
応
援
隊

地域で
がんばる

―
会
の
目
的
は
何
で
す
か
。

名
前
の
よ
う
に
、
黒
岩
地

区
み
ん
な
が
い
き
い
き
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
に
応
援
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

―

具
体
的
に
は
ど
ん
な
こ

と
を
し
て
い
ま
す
か
。

今
あ
る
伝
統
芸
能
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
が
続
け
て
い
け
る

よ
う
に
、
そ
し
て
今
以
上
に

盛
り
上
が
る
よ
う
に
応
援
し

て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
道
案
内
用
の

「
よ
う
こ
そ
黒
岩
へ
」
の
桃

太
郎
旗
を
作
っ
て
、
各
イ
ベ

ン
ト
へ
貸
し
出
し
を
し
た

り
、
一
年
間
の
イ
ベ
ン
ト
カ

レ
ン
ダ
ー
や
通
信
を
黒
岩
地

区
に
全
戸
配
布
し
て
い
ま

す
。

地域で
がんばる

わ
が
ま
ち
佐
川
に

は
、
地
域
の
た
め
に

活
動
し
て
い
る
組
織

や
グ
ル
ー
プ
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
皆
さ
ん

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、
黒
岩
い

き
い
き
応
援
隊
会
長

の
永
田
滋
さ
ん
と
事

務
局
長
の
川
崎
ま
り

さ
ん
に
お
話
を
お
伺

い
し
ま
し
た
。

川崎さんと永田さん

―

今
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
は
何
で
す
か
。

敬
老
会
を
や
っ
て
ほ
し
い

と
の
声
が
あ
り
、
久
し
ぶ
り

に
復
活
さ
せ
よ
う
と
み
ん
な

で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

―

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
の

立
ち
上
げ
に
向
け
て
頑
張
っ

て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、

ど
ん
な
拠
点
に
し
た
い
で
す

か
。思

い
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

す
が
、
み
ん
な
で
よ
い
方
向

に
進
め
て
い
く
活
動
拠
点
と

な
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

―

具
体
的
に
は
ど
ん
な
活

動
を
し
た
い
で
す
か
。

黒
岩
地
区
で
は
果
物
、
野

菜
、
お
米
、
お
茶
、
酪
農
な

ど
農
業
で
頑
張
っ
て
い
る
家

庭
が
多
く
あ
り
ま
す
。
若
い

後
継
者
も
育
っ
て
お
り
、
加

工
品
も
作
っ
て
い
ま
す
。

加
工
所
が
地
元
に
あ
れ
ば

も
っ
と
多
く
の
方
が
参
加
で

き
、
収
益
や
生
き
が
い
に
つ

な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。ま

た
子
供
か
ら
高
齢
者
の

方
が
集
ま
る
場
面
と
場
所
を

つ
く
っ
て
、
元
気
に
楽
し
く

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
し

た
い
で
す
。

―
今
後
の
抱
負
は
。

住
ん
で
よ
か
っ
た
、
住
み

た
い
黒
岩
と
み
ん
な
に
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い

で
す
。
地
域
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
、
み
ん
な
が
い
き
い

き
暮
ら
せ
る
黒
岩
に
な
っ
た

ら
い
い
で
す
ね
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
方
が
力
を
合

わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
る
姿
が

素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し

た
。黒

岩
い
き
い
き
応
援
隊
の

活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

あ
な
た
の
周
り
に
、
佐
川

の
ま
ち
の
元
気
の
た
め
に
活

躍
さ
れ
て
い
る
「
組
織
や
グ

ル
ー
プ
」
を
ぜ
ひ
、
ご
紹
介

く
だ
さ
い
。

黒岩いきいき応援隊のメンバー
津野町への研修

防
災
訓
練
で
の
炊
き
出
し
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